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 吹く風の気持ちの良い新緑の季節が到来し、衣替えの 6月を迎えようとしています。 

 コロナウイルス感染症の影響により休業していた学校も再開に向けて一つひとつステップを

確認しながら取り組んでおります。 

5 月中旬に行ったオンライン授業では、文書での指示であったにも関わらず、保護者の皆様方

のご協力を頂きましたおかげでスムーズに実行することができました。久しぶりに音声やチャッ

トでコミュニケーションを取ることができ、生徒の皆さんも学びの新たな様式を体験できたこと

と思います。学校休業、自粛生活・・・コロナの影響を受けて状況が変わったのは皆一緒です。

進路活動が停滞してしまった人、進路を変更した人、将来の不安が増した人、様々いるかと思い

ますが、この状況を空白 2ケ月半としないためには、この 6月からのスタートダッシュがとても

重要です。今週からの短縮授業、個人面談から、具体的な進路活動に進んでいく意識を高めて、

集中して取り組んでいきましょう。 

さあ！ウカウカしていると取り残されますよ！！！ 

 

進路説明会開催について 

～進路指導部長 菅野忠信先生より～ 

新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言が解除され、本校でも段階的に学校再開に向け

て取り組んでおります。 

 このような状況の中、３年生の皆さんは各自の進路決定に向けて本格的に始動しなければいけ

ません。進学では今年度から新しい入試制度が導入され、就職においてはコロナショックの影響

により、業種によっては厳しい就職戦線が予想される中での取り組みになると思われます。 

 これらの点を踏まえながら、今後の進路決定までの流れを保護者の皆様に説明させていただく

機会として、延長しておりました「進路説明会」を６月２５日(木)に開催いたしますので、ぜひ

ご出席ください。 

 

日 時 ： 令和２年６月２５日（木） 

第１部 ３年１組・２組 …… 受 付 １３：１５～ 

                         説明会 １３：３０～１４：３０  

第２部 ３年３組・４組 …… 受 付 １４：４５～ 

                         説明会 １５：００～１６：００ 

場 所 ： とうほうみんなの文化センター  大ホール 

 

今 後 の 予 定 

 

よしなしごと 

 

今回の学年だよりから、「よしなしごと」と題しまして、３学年担当教員でのリレーコーナー

を設けました。 

今年度は何かと悩みの多い学年になるかと思いますが、担当教員がその時々に思い付くことを

書きながら、不安解消に役立つようにつなげていきたいと考えております。 

題名の「よしなしごと」の意味は、「とりとめのないこと」・「取るに足らないこと」ですが、

「良しな仕事」と読んでいただけたるような文章が提供できれば幸いです。 

 

さて、第１回目は３年３組担任の酒井恵理です。 

今回の世界的なコロナショックを受けて思ったことを少し…… 

日本国内はもとより、世界的に大変深刻な状況を迎え、日常がいかにかけがえのないものだっ

たかを改めて思い知らされました。……そういえば、震災の時もそうでした。 

 

2011 年当時、東日本大震災の後に「復興」を思い描けた人はそんなに多くはなかったのでは

ないかと思います。 

しかし、10 年を迎えようとする現在、完全ではないものの「復興」を果たした、または真只

中の人たちが多くいます。または、震災がきっかけで、それまでの自分の生き方を見直し、悔い

のないように生きようと大きく羽ばたいた方も多くいらっしゃいます。 

 

5月 25日（月）～２９日（金） ●短縮６校時授業 ・ 二者面談（16：30完全下校） 

5月 26日（火）・27日（水） ●尿検査１次 

6月 1日（月）～ 5日（金） ●短縮６校時授業 ・ 二者面談 

6月 2日（火） ●写真撮影（卒業アルバム用・証明写真用） 

6月 8日（月） ●基礎力診断テスト 

6月 25日（木） ●進路説明会 

6月 29日（月） ●SPI検査 

7月 4日（土） ●実力テスト（大学進学希望者のみ） 

今後につきまして変更が生じた際には、「安心メール」等にてお知らせします。 

つきましては「安心メール」未登録のご家庭は、登録をお願いいたします。 

                            登録の仕方は裏面にあります。 
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きっと、今回のコロナショックに関しても冷静に構え広く物事をとらえるような視点を持てば、

もしかすると新しい何かを見つけられるかもしれませんね。 


